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しj;kのくみ取り

9 

月
台、

り

9
凡
1
日
か
ら
し
以
の
く
み
取
り
刀
法
が
か
わ
り
ま
す
。
し

M
m

の
収
集
は
泊
同
法
の
雌
旨
に
よ
り
業
者
委
託
制
度
と
し
、
料

金
も
蛇
川
)
旭
川
市
が
定
組
制
、
事
業
所
な
ど
従
量
制
に
、
ま
た
、

く
み
取
り
子
数
料
も
市
の
集
金
員
が
集
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
て
は
つ
ぎ
に
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

事護

い
ま
ま
で
は
、
許
可

業
者
が
く
み
取
り
を
し

て
、
み
な
さ
ん
か
ら
出

限
条
例
で
定
め
て
あ
る
料
金
を
も
ら

って

い
ま
し
た
。
し
か
し
、く
み
・
取
っ

た
あ
と
、
月
に
よ
っ
て
料
金
が
違
う

と
か
、料
金
が
高
い
な
ど
と
、
市
へ
苦

情
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
市
で
は

5
月
に
六
千

肌
掃
を
刻
象
に
「
し
凶
作
に
関
す
る
調

査
」
を
行
な
い
ま
し
た
u

そ
の
結
巣

①
条
例
で
定
め
て
い
る
十
八
凶
あ
た

り
十
六
円
よ
り
尚
い
料
金
が
文
払
わ

れ
て
い
る
①
料
金
に
凸
凹
が
あ
る

①
く
み
取
り
量
を
確
認
し
て
い
る
山

市
が
少
な
い
①
使
間
か
ら
白
動
車

ま
で
の
肌
離
が
ほ
と
ん
ど
十
五
M
M
以

上
あ
る
①
小
さ
い
似
附
の
料
金
は

比
較
的
・
両
い
①
く
み
取
り
料
金
は

定
額
制
と
す
る
回
答
が
多
い
・
・
・
・
:
な

ど
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
、

し
尿
収
集
業
務
を
、
合
即
的
な
も
の

に
す
る
た
め
に
、
マ
定
期
的
な
し
尿

の
く
み
取
り
マ
首
通
此
荷
は
定
額

制
、
副
業
所
な
ど
は
従
昆
制
に
す
る

マ
手
数
料
の
収
納
は
市
が
行
な
う

マ
ハ
工
、
ウ
ジ
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、

く
み
取
り
し
た
後
薬
剤
を
散
布
す
る

!主市j掌魚43. 8. 1 、‘ノ
ー〆'

t

、

行ょが似と りな
なる 、集しこまど
わく希とてれしと
れみ望な月にたす
ま取月り ー よ。る
すり数ま 1111つ よ
。もにすので う

m i f 
也拘惨 諒三
長「雨宮 らと
も辺' 円に
司 i 則な

八
く
み
取
り
手
数
料
V

V
普
通
此
帯
(
定
額
料
金
)

・
基
本
料
金
は
、
ふ
ん
以
を
く
み
取
り

し
た
と
き

一
回
に
つ
き
五
十
円
。

-
人
到
剖
は
、

一
人
月
額
六
十
円
。

家
族
人
員
の
算
定
は
、
毎
年
4
月
1

u、
山
月

1
日
の
住
民
世
銀
世
情
人

員
に
よ
り
ま
す
。
-
-
歳
以
下
の
お
子

さ
ん
は
除
き
ま
す
口

V
事
業
所
、
官
公
暑
な
ど
い
わ
ゆ
る
不

特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
場
所
は

従
盈
料
金
と
な
り
、
十
八
凶
に
つ
き

二
十
六
円
で
く
み
取
り
し
ま
す
。

〈
確
認
印
を
押
せ
ば
よ
い

V

市
で
は
、

8
月
上
旬
に
灰
長
さ
ん

を
通
じ
て
「
し
以
く
み
取
り
処
盟
申

込
書
」
を
配
布
し
ま
す
が
、
こ
れ
に

必
要
事
項
を
書
き
入
れ
て
、
ぽ
一
長
さ

ん
へ
捉
山
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
巾
込
訟
に
よ

っ
て
、
定
額
世

川
市
、
従
日
一
附
一
川
な
ど
認

定
し
、
判
年

3
月
ま
で

の
「
く
み
取
り
確
認
伝

票
」
を
医
長
さ
ん
を
通

じ
て

8
月
下
旬
ま
で
に

配
布
す
る
こ
と
に
し
て

、.
工、ド
l

O

L
V
て
C

一L
J

各
ご
家
一
胞
で
は
、
業

者
が
く
み
取
り
終
わ
っ

た
場
合
、
薬
剤
散
和
な

ど
確
認
さ
れ
た
う
え
、

乙
の
伝
票
に
世
部
主
の

確
認
印
を
抑
し
て
業
者 実

施に
波
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
(
乙
の

際
手
数
料
は
払
わ
な
い
こ
と
)

八
料
金
は
市
の
集
金
員
集
め
る
〉

く
み
山
り
子
数
料
は
、
後
円
市
の

指
定
集
合
ハ
は
が
、
こ
の
伝
京
に
よ
り

集
金
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

下
数
料
を
之
払
っ
た
と
き
は
、
市
発

行
の
制
以
来
日
を
必
ず
受
け
と
っ
て
く

だ
さ
い
。

八
手
数
料
収
納
の
し
く
み
〉

9
月
か
ら
く
み
取
り
手
数
料
を
市

の
集
合
同
が
集
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
こ
の
手
数
料
は
、
全
部
市
の

一
般
会
A
の
成
人
と
し
て
繰
り
入
れ

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
一
般
財
源
を
つ

ぎ
た
し
て
、
あ
ら
た
め
て
、
く
み
取

り
業
者
に
は
委
託
料
と
し
て
、
東
部

衛
生
処
即
組
合
に
は
処
即
委
託
料
と

し
て
、
あ
る
い
は
事
務
設
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
支
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

8
月

初

日

ま

で

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

「
つ
ゆ
」
が
あ
け、

射
さ
が
本
絡

化
す
る
良
を
迎
え
ま
す
と
交
通
事
政

が
ふ
え
て
き
ま
す
。

夏
に
引
放
が
大
幅
に
ふ
え
る
原
因

と
し
て
は
、
①
運
転
者
も
歩
行
者
も

密
さ
の
た
め
、
気
分
が
だ
れ
て
注
意

刈
が
に
ぶ
く
な
る
。
①
円
小
が
長
い

の
で
、
そ
れ
だ
け
被
れ
や
す
く
、
夜

間
は
知
い
う
え
に
寝
首
し
い
と
あ
っ

て
、

つ
い
師
似
不
足
に
な
り
や
す

い
。
こ
の
二
つ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
口

こ
の
た
め
、
過
労
か
ら
く
る
「
い
ね

む
り
運
転
」
が

H
V一っ
て
ふ
え
て
き

ま
す
。ま
た
、
海
市
小
川
や

γジ
ャ
ー
を
楽

し
む
人
な
ど
が
ふ
え
、
交
通
の
噌
加

に
と
も
な
っ
て
執
政
が
多
く
お
き
て

待
望
の
プ
ー
ル
で
き
る

道

下

小

学

校

に

道
下
小
学
校
に
プ
l
ゎ
げ
が
で
き
あ

が
り
ま
し
た
Q

こ
の
プ

l
wは
総
工

費
八
百
万
円
で
同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

南
側
に
つ
く
ら
れ、

高
学
年
用
(
長

さ
二
十
五
抗
、
幅
十
三

M
、
深
さ
九

十
j
百ぃ
l
H
y
、
六
コ
1

ス
)
と
、
低

学
年
用
(
長
さ
十

M
、
幅
八

M
、
水

深
十

i
六
十
吟
)
の
二
つ
が
あ
り
ま

す
。
付
同
施
設
と
し
て
、
浄
化
問
、

脱
衣
室
、
洗
顔
、
シ
ャ
ワ

ー、

使
所

が
そ
な
え
ら
れ
て
お
り
、
月
日
に
プ

l
wび
ら
き
が
あ
り
ま
し
た
。

写
真
H
完
成
し
た
同
校
プ
ー
ル

こ
と
し
の

1
月
か
ら
削
世
年
金
の

年
金
制
が
明
額
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

ん
ど
旧
月
か
ら
ま
た
培
額
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
こ
と
し
は
二
度
の
引
き

上
げ
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
所
得

に
よ
る
制
限
額
も
改
善
さ
れ
ま
す
。

改
訟
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
0

0
年
金
額
の
引
き
上
げ

マ
老
令
年
金
リ

一
万
九
千
二
百
円
が

二
万
四
泊
円
に
、
マ
障
害
年
金
U
三

万
円
↓
一
二
刀
二
千
四
百
円
マ
ほ
子

年
金
リ
二
万
八
千
八
百
円
↓
三
万
一

千
二
百
円
(
子
ど
も
二
人
の
と
き
)

O
所
得
に
よ
り
支
給
停
止
と
な
る
所
向

限
度
傾
の
引
き
上
げ

マ
受
給
者
本
人
所
得
H
一
一
十
六
万
円

↓
二
十
八
万
円

マ
受
給
者
の
配
仙

者
か
扶
養
義
務
者
の
所
仰
U
状
挫
す

る
親
族
が
五
人
の
と
き
七
十
九
万
円

↓
八
十
九
万
五
千
円
に
(
収
入
加
で

は
九
十
三
万
二
千
五
百
円
↓
百
五
万

五
千
円
に
)

。
公
務
扶
助
料
な
と
の
引
き
上
き
げ
に

よ
η
一
削
祉
年
金
と
併
給
ぎ
れ
る
限
度

額
の
引
き
上
げ
H
十
二
万
九
千
五
百

円
が
十
三
万
五
下
五
百
円
に
引
き
上

け
ら
れ
る
。

一|
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
|
一

理
審
議
会
委
員
き
ま
る

一

駅
前
地
灰
土
地
.
似
副
整
理
審
議
会

安
員
の
選
挙
は
、
宅
地
所
有
権
者
か

ら
選
ぶ
委
員
の
候
補
者
が
定
日
よ
り

一
名
超
え
ま
し
た
の
で
、
日
日
市

役
所
で
投
票
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
結

果
、
次
の
万
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

マ
宅
地
所
行
者
か
ら
選
ば
れ
た
委
員

日
間
栄
次
郎
(
上
村
木
)
鰹
坂
竹

松
(
上
村
木
)
大
島
正
治
(
釈
迦

…
本
江
小
学
校

六
教
室
を
増
築
一

本
江
小
学
校
校
舎
の
噌
築
工
事
が

。

は
じ
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

5
白

川

高
野
市
長
ら
が
出
席
し
て
起
工
式
が
川

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

川

本
江
校
下
は
、
国
道
八
号
線
を
中

川

心
に
住
宅
が
慰
ち
、
児
童
数
が
非
常

川

に
ふ
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め

川

同
小
学
校
の
教
車
が
足
り
ず
、
増
築

川

が
の
ぞ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

川

こ
ん
ど
地
築
さ
れ
る
校
舎
は
、
木

川

造
二
階
建
て
、
普
通
教
室
六
教
室
、

川

の
べ
而
印
刷
六
百
四
十
平
万

M
の
も
の

川

が
、
同
校
の
前
館
東
側
に
、
総
工
賀

川

千
三
百
六
十
五
万
円
で
建
て
ら
れ
ま

川

す
。
完
成
は

け
月
日
日
の
予
定
で

川

す。

川

公
害
対
策
特
別
委
員
会
を
設
け
る

ー

定

例

市

議

会

|

…

の
万
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

川

マ
公
害
対
策
特
別
委
員
H
野
崎
栄
吉
、

久
保
田
邦
一

、
横
山
花
、
後
雌
広
作

川

大

μ信
夫
、
朝
野
治
作
、
若
島
正
敬

川

マ
東
部
術
生
処
理
組
ム
円
議
員
日
朝
野
治

川

作
、
野
崎
栄
吉
、
山
河
七
良

川

マ
民
業
共
済
事
業
辺
川
委
員
H
後
勝
広

川

信
「

川

い
ま
す
Q

一

8
月
加
日
ま
で
、
県
下
い
っ
せ
い

一

に
夏
の
交
通
事
政
防
止
運
動
が
実
施

。

さ
れ
て
い
ま
す
Q

一

お
五
い
に
交
通
の
き
ま
り
を
守
り

一

事
政
を
な
く
す
る
よ
う
次
の
よ
う
な

一

こ
と
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

一

願
い
し
ま
す
コ

一

・
歩
行
者
の
正
し
い
歩
行
と
正
し
い
道

路
横
断
の
刷
行

・
運
転
者
の
安
全
運
転
の
励
行

・
疲
労
運
転
、
無
謀
運
転
の
防
止

.
飲
酒
運
転
の
迫
欣

・
こ
ど
も
の
附
上
と
び
山
し
防
止

.
こ
ど
も
の
路
上
遊
び
の
禁
止

・
ふ
み
き
り
の
通
行
安
全
の
確
認

堂

)

四

州
繁
男
(
村
木
)
大
島

伝
凶
郎
(
釈
迦
堂
)

山
本
重
正
(

北
見
江
)
井
原
木
作
到
(
釈
迦
堂
)

マ
借
地
権
者
か
ら
選
ば
れ
た
委
員

一
州
本
十
郎
(
村
木
)

な
お
学
識
経
験
を
刊
す
る
も
の
の

中
か
ら
山
長
が
選
任
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
こ
名
の
委
員
に
は
、
大
崎

利
三
到
(
北
山
地
江
〉
村
上
京
土
口
〈新
金

日血
町
)
の
各
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

6
月
定
例
市
議
会
は
、

7
月
2
日

再
開
さ
れ
、
何
年
度
一
般
会
計
補
正

予
釘
な
ど
上
程
さ
れ
た
十
五
議
案
全

部
と
、
「
早
場
米
桁
定
金
存
続
に
関

す
る
な
見
詰
」
を
可
決
し
ま
し
た
口

ま
た
、
最
近
山
題
に
な
っ
て
い
る

公
害
刈
策
に
取
り
組
む
た
め
、
公
害

対
策
特
別
委
品
会
を
設
け
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
委
員
を
決
め
た
ほ
か
、

東
部
術
生
処
理
組
合
議
員
な
ど
に
次

く 計算例 〉

;砂4人家族の普通|山口のくみ取り
手数料は次のようになります0

• 1か月に 1回くみllzり
(4人X60円)+50円=290円

.50日に 1IDIくみ取り(121ら〉
{ (4人X60内)X2月}+50円=530円
• 3か月に1回くみ取り
{ (4人X60円)X3月)+50円=770円
i惨従昆|必市の 1回のくみ取りは

• 180.e (1石)の羽合
( 180 .e +-18 e ) x 26円=260円
• (540.e (3石)の羽合
(540.e +-18.e) X 26円=780円

乙口媒指に 口き f'~ にきぶ にこ まは彼きま に る ! 識で
とに介 、、 忠 感 も度なにりはのじ山あま宅気く七川 ，lと怜
に起にま外者 ~1L あでり便)陸 、 n1 り液るす一持な 11 ~づい-~ f'i 
よばよた界や35り、ま，岳とし j羽 、がい。っちりぐ 日 比以り
つれりはに保 経 卒しすをい )j昼ぎ悪 、ら W白色lY
てた 、、 で出|路 ダか。もっ 全ιく発い ー
!悲り食ノ、 f乙者 。もしよて 灘盤韓盤趨 rl1i卜な熱 で あるか
染 、物エ闘の IfrLかお、 翠鐘欝翼運 く刷り し 、亦り伝 け乙
しな にやが術 政しす川 予機購 なが 、数恕 ffl]ま染てれ

持ドリ 1241i諸 官観音護 qlf t1協同守れ
。をしプれと ないうま は 鍛錬欝便またのし染 赤 Wl9 
飲てリたと い下状た ま議離襲撃に つりうて後 痢と付
む 、の手も と痢態じ ず護霊謹鶴霊 粘てしちだこ がなに

手

よとさ 11-1少す マ加 は 2欝鱒ママ使 いれ お枚 マ 口
う説れのしが下熱ふ れ轍曹撞 くハ j羽にるし を下ま予
。いて赤軒 、:Jfllしま い露霊園臨 みエ し洗Aくて軍痢ず
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医ま医!なしる食 、 h 騒鰻襲露盤 りネくた石指てのを
rwすはっ赤とべ食 轟轟轟韓日 ズだあ けーにも場 き 防
の。死た別抗るべ 覇醐磁踊磁 のミさとんつ 、合れ
診下減とで性。も ~1 のい 、 をき赤 、い
祭別ししあ剤 の |羽 J~I~ 0 逆使ま1+IJうに
を しなてれが は 、除 性いす菌す，マ血うたいもば f~ な 0Jiは伽下流 。 石 、かはい
けらで 、、 わ るなる命 、洗水 けて ら紙紙
ま赤羽1:服薬 れ ベま。制窓い式 んい、を数
し痢 r!り.のでま く水をに設の をね流と |一
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該
当
者
は
昭
和
引
年
8
月
!

日
か
ら
昭
和
位
年
7
月
引
日
ま

で

に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
で

す
。
校
下

受大 加 経村 住
け
付町積田木吉上本
け 野江
!I，'f 万
聞
は 3029282726209i設
午 日日日日日 昨

日日首

2小小公小公小公
!I在学学民学民学民
校校館校館校館

場
所

住

検

~、‘
政

民

学
校
や
勤
め
先
で
定
期
的
に
検
査

を
受
け
て
い
る
人
を
の
ぞ
い
て
、
全

員
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
三
十
五

歳
以
上
の
人
に
は
肌
圧
測
定
を
行
な

、、工、』
1
1
0

B
V
-
E
-
c
d
 

八
上
野
方
〉

8
月
6
日
H
大
出
寺
新

山
下
は
る
宅
〈
前
9
・
叩

i
H
)

上
野
万
小
学
校
(
後
ロ

-
m
i
3
)

9
月
4
日
リ
石
垣
石
川
嘉
代
治
宅
(

前
9

・m
i
m
-
m
)

〈
村
木
〉

8
月
お
日
H
村
木
小
学
校

(前
9
・
m
l口、

後

l
i
3
-
m
)

〈
松
倉
〉

8
月
幻
日
日
出
熊
山
塚
日

吉
丸
宅
(
山
川
9

・
m
i
m
-
叩
)

松
合
小
学
校
(
前
日
i
口、

後

l
i

2
)
 

〈
上
中
島
〉

8
月
幻
日
日
出
野
崎
幸

次
郎
宅
(
後
2
・
叩
i
3
-
m
)

〈
片
貝
〉

9
月
2
日
H
山
女
分
教
場

(前
9
・
叩

i
ロ
)
片
貝
小
学
校

(後

1
1
3
)

〈
加
積
〉

9
月
3
日
日
目
の
下
ク
ラ

q

A

M

A
1
 

婚

学

級

今
月
の
新
附
学
級
は
、
8
月
刊
日

へ
H
J
午
後
1
附
か
ら
4
附
ま
で
市

役
所
第
一
ニ
会
議
本
で
行
な
い
ま
す
。

「
新
し
い
山
本
妊
の
基
舵
と
結
婚
の
心

即
に
つ
い
て
」
は
助
位
、
「
妊
娠
に

お
け
る
健
民
上
の
心
得
と
さ
げ
た
い

人
工
妊
娠
中
絶
」
は
保
健
婦
か
ら
お

話
し
が
あ
り
ま
す
。

こ
と
し
の

5
刀
以
降
に
婚
姻
印
刷
け

を
出
さ
れ
た
人
が
受
講
で
き
ま
す
。

新寸国:・

判的中

学・

級・

付
税
学
級
は

8
月
6
日
午
後
l
時

か
ら

4
Mま
で
魚
津
保
健
所
で
ひ
ら

か
れ
ま
す
。
人I
州
は
、

「
妊
娠
と
生

盟
、
好
航
中
の
民
常
」
に
つ
い
て
は

医
師
、
つ
灯
船
中
の
保
健
、
諸
制
度
、

妊
婦
体
保
」
に
つ
い
て
は
保
健
婦
か

ら
、

「
灯
此
婦
の
栄
長
」
に
つ
い
て

は
栄
益
土
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
お
話
し
が

あ
り
ま
す
。

プ
(
前
9
・
叩

i
ロ)

八
本
江
〉

9
月

3
H
H
友
道
常
徳
寺

前
(
後

1
1
3
・
叩
)

9
月

4
H
H
し
む
ら
湯
谷
川
仙
作
宅

(前
日
l
ロ
)
本
江
小
学
校
(
後

1
1
3
・
叩
)

〈
天
神
〉

9
月
5
日
H
東
尼
崎
谷
口

長
造
宅
(
前
9
・
叩
i
m
・
叩
)

木
下
新
ク
ラ
プ
(
前
日

i
ロ
)

〈
西
布
施

V

9
月
5
日
u
H
蛇
同
高
瀬

政
治
宅
(
後

l
i
3
)

八
道
下

V

9月
6
日
H
道
下
公
民
館

(前
9
・
却
i
m
-
m
)

小
川
田

住
宅

(
前
日

i
ロ
)
青
島
保
育
園

(後

l
t
3
)

六
蔵
未
満
の

ツ
反
と
B
C
G
接
種

該
当
者
は
昭
和
幻
年
4
月
2
日
か

ら
位
年
ロ
月
引
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

お
f
さ
ん
で
す
。

校
下
り
ド
ん
V
U
F

リ
町
一出

場

所

B
U
R
n
a
u
日付

大
町

6
日

8
日

中

山
〈
公
民
館

村
木

6
日

8
日

小

学

校

受
け
付
け
附
聞
は
午
後

l
i
2附

健

康

相

談

日

マ
州
談

M
H
8
月
7
日
、
同
日
、
引

ヨ
、
沼
イ
一
F
Jd
o
寺
i
F
変
3
寺

l

l

F
4
1
l
i

L
k
t
l
n
H

，L
d
t
k
a

・RH

マ
場
所
H
市
役
所
保
健
室
(
一
階
)

〈
医
師
に
よ
る
相
談

V

マ
利
談
口

H
8月
mu
日
午
後
l
時
か

ら

3
Mま
で
市
役
所
保
健
室
で

叩
日
の
妊
婦
検
診
と

8
月
日
日

;

(
金
)
に
行

乳
児
相
談
は
中
止

f

;

E
4

1

な
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
妊
州
検
診
と
抗
児
検
診

は
、
お
設
の
た
め
中
止
し
ま
す
。
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か
年
計
画
で
農
業
の
近
代
化
は
か
る

股
業
の
近
代
化
を
は
か
り
、
生
産
性
を
た
か
め
、
民
家
経
済
の
水

準
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
民
業
構
造
改
善
事
業
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
市
内
で
は
六
郎
丸
、
袋
地
区
が
第
一
次
の
指
定
を
受
け
、
何
年

度
か
ら
三
か
年
で
四
十
七

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ほ
場
盤
附
や
近
代
施
設
を

と
と
の
え
ま
し
た
G

市
で
は
、
同
引
業
の
第
二
次
と
し
て
、
市
の
西
部
に
あ
た
る
青
野

地
医
を
実
施
す
る
た
め
、
股
林
省
に
申
請
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
指
定
通
知
が
あ
り
、
刊
年
度
か
ら
三
か
年
計
画
で
着
工
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
つ
ぎ
に
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

報

吉
野
地
区
で
は
、
ほ
場
整
附
と
大

型
機
械
の
導
入
に
よ
り
、
こ
れ
に
あ

っ
た
集
団
稲
作
組
織
を
確
立
し
、
労

働
生
産
性
を
高
め
、
余
剰
労
力
は、

階
段
や
促
成
野
菜
に
む
け
て
、
生
産

の
拡
大
を
め
ざ
す
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
こ
の
結
巣
、
現
配
一
人
あ
た
り

の
労
働
所
得
傾
二
十
五
万
円
を
、
ゃ

く
二
倍
の
五
十
二
万
円
ま
で
引
き
上

げ
た
い
と
し
て
お
り
ま
す
。

吉
野
地
区
の
事
業
計
耐
を
み
ま
す

と
、
三
十
六

・
凶
か
の
ぼ
場
整
備
を

工
費
五
千
五
百
了
一十
六
万
円
で
実
施

す
る
ほ
か
、
げ
れ
常
近
代
化
胞
設
と
し

て
、
ト
ラ
ク
タ
ー
二
台
、

コ
ン
バ
イ

ン
、
動
力
防
除
機
各
一
ム
引
の
購
入
、

出
機
具
桁
納
時

一
側
、
も
み
乾
燥
調

向ヒ出仏日，
A

-

山れハ
ノサ
花
氏
こ
、

ν
め
っ
す
」

C

-
H
3
K
H川
ニ一
丙

M
-
l
El
〆
lvZMι
2
4
n
1h

-一
L
J44
斗

1
-

一一
一
千
八
百
八
十

~
万
円
が
比
込
ま
れ

i翠市3輩魚

ほ
場
整
備

こ
と
し
は
六
十

一一一 第3種郵便物認可 一一一一 一

新
た
に
出
枕
地
区
も

ほ
川
吻
桁
附
山
い
業
に
は
、
川
尻
菜
陥
造

改
也
事
業
と
は
川
に
、
山
町
山
ゃ

1
地

改
山
区
が
主
体
と
な
っ
て
行
な
う
印

体
は
ほ
助
的
問
附
引
業
が
あ
り
ま
す
。

現
存
、
長
引
肝
地
区
は
お
年
か
ら

印
刷
地
以
は
刊
年
か
ら
、
天
神、

六

郎
丸
、
小
人
出
守
野
地
灰
は
位
年
か
ら

継
続
引
業
で
、
ほ
場
整
備
が
す
す
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
す
で
に
百
七

P

が
郭
附
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
伎
は
、
横
枕
地
区
が
新
た
に

加
わ
り
ムハ
地
区
と
な
り
、
六
十
三
か

が
詰
工
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
事
業
貨
は
九
千
五
百

九
十
万
円
で
す
が
、
こ

の
う
ち
阿
千

U
万
円
の
県
補
助
金
の
交
付
が
き
ま

り
ま
し
た
の
で
、
秋
の
と
り
い
れ
を

ま
っ
て
着
工
す
る
運
び
と
な
っ
て
い

て
い
ま
す
口

ま
た
、
こ
の
事
業
と
あ
わ
せ
て
行

な
う
個
人
胞
設
と
し
て
、川竹
J
何
年

度
に
乳
牛
二
十
一
政
の
導
入
、
野
菜
ハ

ウ
ス
八
倒
、
乳
牛
舎
五
械
の
建
設
に

一
千
三
百
七
十
四
万
円
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
む

基
盤
整
備
と
施
設
に

一
億
八
百
万
円

事
業
費
の
総
額
は
一
倍
七
百
九
十

一
万
円
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち

悶
や
川
町
か
ら
、
ほ
場
地
附
に
つ
い
て

は
七
割
、
近
代
化
胤
設
は
六
割
の
助

成
が
あ
り
、
ま
た
附
人
施
設
に
つ
い

て
は
八
割
ま
で
低
利
白
人
れ
が
融
資
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

乙
の
ほ
か
、
凶
出
巾
け
業
と
し
て
、

村

i
何
年
度
に
総
制
三
千
七
百
九
十

ま
す
。ム
ハ
地
以
一
の
令
休
日
川
副
は
二一
百
九
十

一
か
で
、
日
年
度
一七加
工
分
を
い
れ
ま

す
と
山
七
十
か
(
計
副
の
川
三
官
)

が
格
附
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
ほ
協
整
附
に
よ
っ
て
、
大
担

機
械
が
導
入
さ
れ
、
省
力
伯
が
す
す

み
、
余
剰
労
力
が
生
み
だ
さ
れ
、
器

産
と
そ
菜
栽
出
な
ど
、
出
来
の
多
角

経
常
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
口

ム
ハ
地
区
の
ほ
場
整
備
事
業
計
画
は

四
万
円
で
、
二
十
六

・
二
お
の
ほ
場

整
備
と
小
型

コ
ン
バ
イ
ン
二
台
購
入

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
十
九
か
の
ほ
場
整
備

年
度
別
の
事
業
計
画
を
み
ま
す
と

ま
ず
刊
年
度
は
、
十
九

・
四
か
の
ぼ

場
終
的
を
二
千
六
百
六
十
七
万
円
で

着
工
し
ま
す
。

引
き
続
き
何
年
度
は
、
残
り
の
ほ

場
砂
駅
前
十
七

P
を
二
千
八
百
六
十
九

万
円
で
実
施
す
る
ほ
か
、
八
百
七
十

万
円
で
ト
ラ
ク
タ
ー
二
台
、
動
力
防

除
機

一
ムμ
の
購
入
、
民
機
具
格
納
庫

一
似
の
姐
設
を
す
す
め
ま
す
。

古
昨
地
区
で
は
、
こ
の
い
お
業
に
き

一

わ
め
て
則
待
を
寄
せ
、
地
域
の
実
態

一

に
あ
っ
た
米
づ
く
り
に
、
酪
展
、
促

一

成
野
菜
を
と
り
い
れ
た
問
以
来
経
営
を

一

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
農
家
戸

数
五
十
二
バ
の
う
ち
、
三
十
四
一円を

一

自
立
椛
岱
民
家
に
す
る
よ
う
計
凶
を

一

た
て
て
い
ま
す
。

一

こ
ん
ど
の
指
定
に
と
も
な
っ
て
、

魚
津
市
の
農
業
を
大
き
く
二
つ
に
わ

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

東
部
は
、
米
つ
く
り
に
り
ん
ご
松
山
、
一

そ
れ
に
舶
が刷
版
を
加
え
た
地
帯
に
、

西
部
は
米
づ
く
り
に
陥
度
、
野
菜
山
川

一

附
を
と
り
い
れ
た
地
川
市
と
な
り
、
こ

の
東
仙
の
地
域
を
巾
心
に
、
巾
令
体

へ
-
仏
崎
川
な
波
及
効
果
が
あ
る
も
の

-

と
則
侍
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
表
の
と
お
り
。
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JH
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l
l

5

本
一川
可
可
可

lq刊
dl引
日

汁

保

」
3
1
3
1
.
U
9
1ぃ

/
1
一印

F
6

5

7

7

8

3
旧

一l
一へ

i

r
-

-

マγ
J
Jし

h
H
l

l
u
pu
-

-ド
b

L
V

一

mz
U
ね

ド

寸

本

/
m
J
b
b

一

1

日

寺

一
号

良

毎

一
長
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j 10--12日い っせい大掃除~ i

一辺
を
楽
し
く

過
ご
す
た
め
、

ご
家
低
の
生
活

環
境
号
清
潔
で

健
康
的
な
も
の

に
し
ま
し
ょ

う。
そ
の
た
め
に

は
、
大
掃
除
を

実
施
し
て
、
カ

や
ハ
エ
JT
温
治

す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

市
で
は
、
清

制
法
に
も
と
ず

い
て
大
帰
除
の

完
全
実
施

H
を

8
月
川
日
(
土

)
、
日
日
(
日

)ロ
H
(月
)

の
コ一

H
間
に
決

め
ま
し
た
a

各

町
内
で
は
、
こ

ぺ
wf

立
体
み
に
人
る
と
、

f
ど
も
た
ち

はい
μ
則
川
に
わ
た

っ
て
、
そ
れ
ま
で

の
則
川
正
し
い
尚
子
佼
午
活
か
ら
解
脱

さ
れ、

や
や
も
す
れ
ば
生
活
の
規
律

を
乱
し
、
非
行
に
お
ち
い

っ
た
り
し

て
、
と
り
必
し
の
つ
か
な
い
結
果
を

ま
ね
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
コ

こ
の
則
削
は
什
山
で
あ
る
と
同
時

に
そ
れ
だ
け
に
山
主
的
な
生
活
が
の

ぞ
ま
れ
る
わ
け
で
す
。
川
川
の
斗
川
一幽
も

川
川
作
も
な
い
ぶ
ら
ぶ
ら
し
た
旬
日
を

お
く
る
ず
と
、
円
凶
で
き
な
か
っ
た

川f
訓
や
家
の
仕
事
に
梢
山
し
て
、
有

意
義

μ
休
似
を
お
く
る
了
と
で
は
、

た
い
へ
ん
な
ち
が
い
で
す
。

山
内
の
小
中
学
校
で
は
、
夏
休
み

小
の
バ
川
市
指
導
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た
が
、
各
ご

家
庭
に
お
い
て
は
、
心
身
と
も
に
め

ざ
ま
し
い
発
育
則
に
あ
る
お
子
さ
ん

の
以
休
み
が
、
窓
口
説
あ
る
も
の
に
な

り
ま
す
よ
う
と
協
力
胤
い
ま
す
。

一
V
学
問
リ
午
前
叩
川
ま
で
外
へ
山
ず
白

一

℃
で
mj
習
す
る
。
学
習
は
計
画
を
た

一

て
、
必
い
教
別
に
は
と
く
に
方
を
そ

一

そ
ぎ
、
円
分
の

M
で
述
成
す
る
c

一
V
教
長
リ
良
訟
に
組
し
み
、
文
学
の
か

一

お
り
や
科
学
の
世
界
に
目
を
む
け
る

イ木

の
う
ち
一
日
を
清
掃
日
と
し
て
、
い

っ
せ
い
に
大
帰
除
を
実
施
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
問
削
除
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と

に
一
任
以
し
ま
し
ょ
う
。

〈
屋
内
の
掃
除
〉

・
畳
、
床
下
U
回
目
は
天
日
で
四

i
五
時

間
乾
か
し
、
ほ
こ
り
を
と
り
、
床
上

に
古
新
聞
な
ど
を
敷
く
。
(
粉
剤
を

イ
舟
山
口

μ
J

“
い
い
日
ヅ
イ
1
¥

・
断
、
天
井
リ
居
間、

台
所
、
畜
舎
の

く
も
の
県
や
ほ
こ
り
を
は
ら
っ

て
掃

除
す
る
。
(
殺
虫
油
剤
を
散
布
)

・
内

所

H
一円
だ
な
な
ど
動
か
し
、
中
の

食
器
類
を
出
し
い
削
除
す
る
。

(
殺
虫

一
山
刑
を
散
布
)

・
天
井
裏
H
ね

rみ
の
巣
な
ど
取
り
除

く
。
(
粉
剤
を
散
布
〉

-M
所
リ
く
み
取
り
口
、
ふ
た
、
臭
突

金
網
窓
を
補
修
す
る
。

(
オ
ル
ソ
刑

五
十
倍
、
液
を
散
布
)

。
畜
舎
H
い
敷
き
わ
ら
を
取
り
替
え
る
。

与を
有

義

す
ご
ぞ

う

ま
た
余
暇
を
十
分
に
利
用
し
て
、
趣

味
、
研
究
を
伸
ば
し
て
、

豊
か
な
教

養
を
身
に
つ
け
る。

V
件
活
設
計
リ
き
ま
り
.
正
し
い
生
活
を

お
く
る
た
め
、
生
活
の
設
計
を
た
て

確
実
に
行
な
う
。

V
家
事
の
手
伝
い

H
す
す
ん
で
家
事
の

手
伝
い
を
し
、
家
族
の
よ
き

一
員
と

し
て
生
活
す
る
。

V
生
活
の
反
省
H
毎
U
の
生
活
を
反
省

し
て
忘
れ
ず
け
記
を
つ
け
る
。

V
ラ
ジ
オ
体
操
H
H
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加

し
、
早
起
き
の
よ
い
溜
慣
を
つ
け
る

と
と
も
に
、
上
級
ん
し
は
下
級
生
の
指

導
も
行
為
う
U

危
険
な
遊
び
を
し
な
い

V
外
出
H
行
き
先
、
日
的
、

M
る
山
川
附

を
つ
げ
、
き
め
ら
れ
た
服
装
で
山
か

け
る
。
伎
は
午
後

9
時
ま
で
に
帰
宅

す
る
。

V
近
び
U
H
危
険
な
遊
び
、
不
健
全
な
川
一

び
を
し
に
り
、
学
荒
川
な
胤
ぷ
や
場

所
に
立
ち
入
ら
な
い
。
ド
鉱
附
り
は
他

地
区
へ

山
か
け
な
い
。

V
映
画
H
H
許
可
さ
れ
た
映
嗣
は
山
崎
間
制

覧
し
、
ナ
イ
ト
シ
ョ
ウ
は
み
て
は
い

寸
ノ
り
4

ぺ
。

l
y
l
 

v胤
設
の
使
肘
H
U
学
校
な
ど
を
使
則
す

る
と
き
は
、
代
表
者
が
叩
け
山
て
許

可
在
得
て
使
川
す
る
J

さ
ら
に
あ
と

始
末
を
き
ち
ん
と
行
な
い
、
お
H

仙
を

言
っ

て
川
る。

V
児・
話
一ク
ラ
ブ
リ
す
す
ん
で
行
事
計
一
個

に
参
加
し
、
他
全
な
発
展
を
は
か
る

(
床
耐
に
粉
剤
、
昨
寸
天
井
仁
川
刑

を
散
布
)

〈
屋
外
の
掃
除
〉

・
下
水
H
通
水
を
よ
く
し
ま
す
。

・
草
地
H
N
草
を
刈

っ
て
清
掃
し
ま
す
0

.
ゴ
ミ
容
部
H
H
ゴ
ミ
収
集
さ
れ
た
あ
と

必
ず
水
で
洗
い
ま
す
。

〈
大
掃
除
で
出
し
た
ゴ
ミ
の
処
理
〉

・
ゴ
ミ
は
ま
と
め
て
、
ゴ
ミ
谷
間
に
入

れ
る
と
か
、
あ
き
袋
に
入
れ
て
収
集

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
‘ガ
ラ
ス
、
び
ん
な
ど
燃
え
な
い
も
の

は
、
ひ
も
で
し
ば
る
か
、
筒
に
入
れ

て
し
ば

っ
て
お
き
ま
し
ょ

う。

・
木
片
は
、
長
さ
六
十
円
ン
ぐ
ら
い
に
折

っ
て
し
ば

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
古
畳
、
む
し

h-q州当

ろ
な
ど
は
、

1
J
ふ
けIrt
j
k

u

三
つ
に
切

っ

，ぺ
b
u
d
-
¥
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LW

て
た
ば
ね
て

¥
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一f一一弘

お
き
ま
し
ょ
瓜
刈
ィ
平

fι

う
D

l
i
-
」
斤
じ

ー』

V
届
け
出
H
旅
行
、
キ
ャ
ン
プ
、
登
山

な
ど
は
学
校
へ
周
け
出
る
。
か
な
ら

ず
父
兄
、
ま
た
は
学
校
が
適
当
と
認

め
た
指
導
者
と
同
行
す
る
ο

V
交
通
安
全
U
交
通
安
全
に
心
が
け
、

道
路
上
の
遊
び
は
絶
対
し
な
い
。
自

転
車
の
ふ
た
り
乗
り
、
オ
ー
ト
バ
イ

な
ど
の
照
免
許
運
転
、
鉄
路
通
行
を

し
な
い
o

v水
泳
H
午
後
1
時
か
ら
4
時
ご
ろ
ま

で
に
し
て
、
長
く
泳
い
だ
り
、
ハ川宅

が
遅
く
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す

る
。
二
人
以
上
で
行
き
、
折
定
場
所

ー
へ
I
ト
o
t
】

L
K
un
-

、
F
久

1

0

じ
'
グ
て

hhv
カ
ナ
忙
し

:お 1
1盆 :
lの :
;ゴ ;

l集:
:め:

お
い
盆
の
、コ
ミ
集
め
は
平
市
ど
お
り

の
隈
日
に
収
集
す
る
乙
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
容
絡
を
お
出
し
願

い
ま
す
。

東
中
旧
体
育
館
、
旧
経
国
母
子
寮

「
|
払
い
下
げ
ま
す

市
で
は
、
東
部
中
学
校
旧
体
育
a

加

と
旧
'経
旧
母
子
賓
の
建
物
を
次
の
よ

う
に
払
い
下
げ
処
分
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

マ
払
い
下
げ
物
件

①
東
部
巾
旧
体
育
館
H
木
造
瓦
ぶ
き

平
家
建
て
、
の
べ
面
積
七
百
四
十

一

平
方

M
。
(
売
買
契
約
締
結
後

8
月

m日
ま
で
に
撤
去
〉

①
旧
経
田
母
子
寮
リ
木
造
瓦
ぶ
き
二

階
建
て
、
の
べ
面
償
五
百
十
九
平
万

抗
、
敷
き
地
面
的
八
百
八
十

一
平
万

メ
川
口

マ
払
い
下
げ
刀
法
H
一
般
競
争
に
よ
る

出
場
入
札
で
、
8
月

9
日

(
金
)
午

前
日
時
か
ら
市
役
所
第
二
会
議
室
で

入
札
を
行
な
い
ま
す
。

マ
入
札
保
証
金
日
参
加
者
は
、
そ
の
見

積
も
る
契
約
金
額
の
百
分
の
三
以
上

に
相
当
す
る
制
を
、
当
日
現
金
で
入

札
前
に
収
入
役
に
納
付
し
ま
す
。

マ
現
場
説
別
日
経
旧
ほ
子
授
は

6
日

(

火
)
午
前
叩
時
か
ら
、
東
部
中
体
育

館
は

6
日
午
後
l
時
か
ら
説
明
。

(
お
問
い
合
わ
せ
は
財
政
課
へ
)

設
備
近
代
化
資
金
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

川
県
で
は
、
中
小
企
業
設
的
近
代
化

資
金
を
あ
っ
旋
し
て
お
り
ま
す
し
貸

し
付
け
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

9
月

5
H
(木
)
ま
で
、
市
役
所
一
向
工
水

産
減
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
H
資
本
の
傾
ま
た
は
川
資
の

総
傾
が
五
千
万
円
以
下
の
会
社
か

常
附
使
川
す
る
従
業
員
が
二
百
人

以
下
の
会
社
ま
た
は
個
人
。

マ
貸
付
金
制
U
対
象
設
備
に
要
す
る

金
額
の
凶
七
折
(
巌
尚
三
百
万
円

)
 

マ
刈
/十JH
照
利
子

マ
貸
付
則
間
お
よ
び
償
還
万
法
H

一

年
加
え
凶
き
凶
年
均
等
年
賦
伯
還

マ
述
的
保
証
人
H
U
二
人
以
上

マ
そ
の
ほ
か
合
業
の
内
谷
が
は
担
で

き
、
貸
付
刻
象
設
備
の
取
り
引
き

関
係
が
確
認
で
き
る
紅
度
に
、
帳

簿
の
強
怖
が
さ
れ
て
い
る
企
業

遊覧船かでています

水族館一埋没林館を往復

水族館と坦!.i生林市]を往復するj旦覧船

が運航されています。この船は、fyjlllJ 

石11碕平兵衛さん所有の18卜ン小型発動

機船 1隻で 8月31日まで荒天のときを

のぞき、午前 9[I{i'30分から午後4附ま

で、水族館一大政綱一魚津泌を往復す

るもので、所要fI寺聞は片道ゃく20分で

す。

乗船券は、水族館の窓口で発売さ

れ、片道料金おとな50円、 高中小学生

35円となっています。

水族館の夜間開館

8月 1日から24日ま

で、午後 911寺までひら

いています。岩い去の

夜のひととき水族館へ

どうそo

ヘ紗
寄

付

二
万
円

州

田

区

小

沢

力

雌

一
万
円
新
金
屋
町
一
以
金
附
男

七

千

円

吉

島

伊

東

政

治

五

千

円

大

川

池

田

太

一

五
千
円
経
出
東
町
朝
野
倣
三

五

千

円

余

泊

町

黒

田

弥

太

郎

三
千

円

宮

津

常

楽
せ
っ

(以
上
香
典
返
し
の

一
部
を
)

五
千
二
百
四
十
七
円
魚
津
出
漁
業

実
行
組
合
代
表
石
浦
出
吾

四
千
二
百
円
魚
陣
地
区
繊
維
労
組

協
議
会
事
務
局
長
吉
川
金
与

一
千
円

村

木

住

吉
智
恵
子

い
ず
れ
も
社
間
援
護
金
へ
寄
付

川
内
!
日
日
に

一
六
会
主
催

a

d

の
恒
例
の

ρ

盆

軟
式
野
球
大
会

d
宮
球
大
会
H

は
、
昨
年
は
都
合
で
中
止
に
な
り
ま

し
た
が
、
こ
と
し
は
、

8
月
刊
日

i

日
日
ま
で
阿
部
中
学
校
、
グ
ラ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
と
し
か
ら
チ

ー

ム
編
成
上
の
制
限
な
ど
も
新
た
に
き

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

参
加
希
望
者
は

8
月
6
日
(
火
)

ま
で
魚
凶
作
目
氷
会
社
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
く
わ
し
い
乙
と
に
つ
い

て
も
同
村
内
一

六
会
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

県
身

障
者
協

会
な
ど
で
は
、
ふ
だ
ん
山
の
ぼ
り
を

す
る
こ
と
に
忠
ま
れ
て
い
な
い
身
体

障
得
者
を
対
象
に
、
立
山

一
措
で
歩

行
訓
練
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
参
加
措
望
者
は
、
旧
日
(
土
)

ま
で
い
臼
川
を
添
え
て
、
本
新
、
本
元

附
計
凶
へ
お
山
・
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
U
時

H
9月
2
日
}
3
口

マ

訓
練
場
所
リ
第

一
班
は
天
狗
平
|

地
獄
谷
|
雌
山
口
回
、
第
二
此
は
天

狗
平
l
地
獄
谷
|
室
堂

マ

参
加
者
日
身
陥
者
と
介
護
者

マ

純
資
H
一
人

一
千
九
百
円

身
障
者
の
山
岳
歩
行
訓
練

〈
日
曜
休
日
の
当
番
医
〉

V
4
H
H
(川
町
)
本
以
松
井
医
院
①
0

7
4
5
(夜
」下
村
木
川
宮
元
医
院
①

1
3
9
3

V
H
日
U
(尽
)
友
道
扇

谷
医
院
①
1
0
8
2
(政
)
本
江
沢
口

医
院
、も

1
7
5
7

V
H
日

H
(民
)

江
口
自
作
神
粁
サ
ナ
卜
リ
ュ
ウ
ム
①

3
4
8
6
(校
一帆
川
町
背
本
医
院
①

0
3
6
2

V
月
刊
リ
(
れ
)住
吉
寺

崎
医
院
、ω
3
6
1
9
(佼
)
粍
川
川
町

朝
野
医
院
①
1
1
1
2

V
日
日
H

(
民
)
北
川
出
江
A

伺
川
病
院
①
3
9
8
6

(
夜
)
大
町
船
附
医
院
①
3
9
1
2

v
m日
H
(いれ
)
大
光
寺
魚
津
緑
が
丘

一
病
院
①
1
5
6
7
(夜
)村
木
平
井
病

院
①
0
8
8
8

V
お
口
H
(凶
)
下

村
木
町
森
本
医
院
①
1
2
5
3
(夜
)

問
方
町
一川
内
院
院
①
3
2
1
0

(毘

)H
午
前

7
時
J
午
後
7
時

(夜

)U午
後
7
同
J
翌
日
午
前
7
附


